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『
弘
前
大
学
国
語
国
文
学
』
第
四
十
四
号
（
令
和
五
年
三
月
刊
行
）

中
将
姫
伝
説
の
誕
生

―
當
麻
曼
陀
羅
縁
起
（
中
将
姫
物
語
）
の
主
題
は
女
人
救
済
か

―中
野

顕
正

は
じ
め
に

室
町
時
代
物
語
の
著
名
話
に
「
中
将
姫
」
が
あ
る
。
「
中
将
姫
」
は
、
幼
少
期
に
継
母
の
虐
待
を
受
け
、
奸
計
に
よ
っ
て
鶬
山
に
遺

ひ
ば
り
や
ま

棄
さ
れ
た
主
人
公
・
中
将
姫
が
、
都
へ
帰
還
し
た
後
も
無
常
の
世
を
思
っ
て
大
和
国
當
麻
寺
に
入
り
、
出
家
修
行
の
中
で
當
麻
曼
陀
羅

た
い

ま

で
ら

た
い

ま

ま
ん

だ

ら

を
感
得
し
、
最
後
は
極
楽
往
生
を
遂
げ
る
と
い
う
物
語
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
も
と
は
當
麻
曼
陀
羅
の
感
得
縁
起
と
し
て
當
麻
寺
入
寺
以

降
の
場
面
が
鎌
倉
中
期
に
成
立
し
、
そ
の
後
、
鎌
倉
末
～
南
北
朝
期
頃
に
山
中
遺
棄
の
継
子
物
語
が
増
補
さ
れ
る
形
で
形
成
さ
れ
た
。

こ
の
物
語
は
、
主
人
公
が
女
性
で
あ
り
、
結
末
が
極
楽
往
生
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
そ
の
主
題
は
一
貫
し
て
女
人
救
済
に
あ
る
と
の
理

解
が
従
来
自
明
視
さ
れ
て
き
た
。
特
に
、
當
麻
曼
陀
羅
が
浄
土
経
典
の
一
つ
『
観
無
量
寿
経
』
の
図
像
化
作
品
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
同

経
の
能
請
（
釈
尊
に
教
え
を
請
う
主
体
）
が
韋
提
希
夫
人
と
い
う
女
性
で
あ
る
こ
と
と
関
連
づ
け
ら
れ
て
理
解
さ
れ
て
き
た
。『
観
無
量
寿
経
』

の
う
し
ょ
う

い

だ
い

け

で
は
、
天
竺
摩
訶
陀
国
の
王
妃
で
あ
っ
た
韋
提
希
は
子
息
阿
闍
世
太
子
の
叛
意
に
よ
っ
て
幽
禁
の
難
に
遭
い
、
そ
の
悲
歎
の
中
で
釈
尊

ま

が

だ

あ

じ
ゃ

せ

に
浄
土
の
説
示
を
請
い
、
最
後
に
は
仏
の
所
説
を
聞
い
て
廓
然
大
悟
を
遂
げ
て
い
る
。
従
来
の
研
究
で
は
、
こ
の
韋
提
希
話
の
翻
案
と
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い
う
形
で
本
願
尼
（
後
代
に
中
将
姫
の
称
が
定
着
す
る
）

の
物
語
は
成
立
し
、
発
達
し
て
き
た
と
考
え
ら
れ
て
き
た
［
阿
部

一
九
八
七
、
北
澤

二
〇

一
三
、
同

二
〇
二
二
、
等
］
。

し
か
し
本
稿
筆
者
は
、
こ
の
見
解
に
は
反
対
し
て
い
る
。
そ
の
具
体
的
論
証
は
別
稿
［
中
野

二
〇
二
一
ａ
・
ｂ
、
同

二
〇
二
三
ａ
～
ｃ
］

に

示
し
た
通
り
だ
が
、
こ
れ
ら
各
稿
は
縁
起
発
達
史
の
全
体
像
を
見
渡
す
上
で
は
煩
瑣
に
過
ぎ
る
憾
み
が
あ
っ
た
。
本
稿
は
、
こ
れ
ら
各

稿
の
中
で
得
ら
れ
た
結
論
を
縁
起
発
達
史
順
に
示
し
、
併
せ
て
幾
ら
か
の
補
足
的
説
明
を
付
す
る
こ
と
に
よ
り
、
當
麻
曼
陀
羅
縁
起
発

達
史
に
つ
い
て
の
筆
者
の
見
解
を
改
め
て
整
理
提
示
す
る
も
の
で
あ
る
。

な
お
そ
の
際
、
後
代
へ
と
続
く
曼
陀
羅
感
得
譚
の
物
語
を
確
立
し
た
の
は
『
當
麻
寺
流
記
』（
本
願
尼
往
生
の
翌
月
に
成
立
し
た
と
称
す
る
偽
書
。

る

き

実
際
の
成
立
は
寛
喜
三
年
以
前
）

で
あ
る
こ
と
か
ら
、
以
下
で
は
同
書
の
成
立
を
境
に
、(

一)

『
當
麻
寺
流
記
』
以
前
、(

二)

『
當
麻
寺
流

(

一
二
三
一)

記
』
、(

三)

『
當
麻
寺
流
記
』
以
後
の
展
開
、
の
三
章
に
分
け
て
縁
起
発
達
史
を
概
観
し
て
ゆ
き
た
い
。

一

『
當
麻
寺
流
記
』
以
前
（1）

(

１)

『
南
都
巡
礼
記
』
所
収
話

當
麻
曼
陀
羅
縁
起
説
話
を
記
し
た
最
古
の
文
献
は
、
建
久
三
年
成
立
の
『
南
都
巡
礼
記
（
建
久
御
巡
礼
記
）
』
で
あ
る
。
同
書
は
、
か
つ

(

一
一
九
二)

て
皇
后
位
に
あ
っ
た
或
る
人
物
（
藤
原
多
子
ヵ
）

が
前
年
末
に
南
都
の
寺
社
を
巡
礼
し
た
際
の
記
録
を
、
随
行
し
た
興
福
寺
僧
・
実
叡
が

記
録
し
た
も
の
で
、
当
時
の
南
都
寺
社
を
め
ぐ
る
縁
起
言
説
を
知
る
際
の
重
要
史
料
で
あ
る
。
そ
の
當
麻
寺
条
に
は
複
数
の
縁
起
言
説

が
載
録
さ
れ
て
い
る
が
、
中
で
も
古
態
を
示
す
の
は
「
有
縁
起
云
」
と
し
て
引
用
さ
れ
る
駢
儷
体
基
調
の
真
名
本
縁
起
文
で
、
そ
の
成

立
事
情
は
不
明
な
が
ら
、
内
部
徴
証
か
ら
治
承
四
年
以
前
の
成
立
と
判
断
さ
れ
る
。
こ
の
真
名
本
縁
起
に
は
、

(

一
一
八
〇)
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【
創
建
譚
】
用
明
天
皇
の
皇
子
「
麻
呂
子
親
王
」
と
そ
の
夫
人
が
當
麻
寺
を
創
建
し
た
こ
と
。

(

？
～
五
八
七)

【
曼
陀
羅
感
得
譚
】
天
平
宝
字
七
年
六
月
二
十
三
日
、
夫
人
の
願
い
に
応
え
て
「
化
人
」
が
現
れ
、
一
夜
の
間
に
曼
陀
羅
を
織
り

(

七
六
三)

与
え
た
こ
と
。

が
記
さ
れ
て
お
り
、
「
麻
呂
子
親
王
」（
麻
呂
子
皇
子
。
『
日
本
書
紀
』
等
で
当
麻
氏
祖
と
さ
れ
る
）

夫
妻
を
當
麻
寺
発
展
の
祖
と
し
て
描
く
点
に
、

(

？
～
？)

古
代
豪
族
当
麻
氏
の
氏
寺
と
し
て
の
性
格
を
強
調
す
る
意
図
が
窺
わ
れ
よ
う
。

但
し
、
『
南
都
巡
礼
記
』
に
記
さ
れ
る
巡
礼
の
あ
っ
た
建
久
二
年
頃
の
當
麻
寺
現
地
で
は
、
既
に
真
名
本
縁
起
は
影
響
力
を
失
い
、

(

一
一
九
一)

代
わ
っ
て
次
の
よ
う
な
内
容
の
縁
起
言
説
が
語
ら
れ
て
い
た
。

【
創
建
譚
】
當
麻
寺
を
創
建
し
た
の
は
麻
呂
子
親
王
だ
が
、
創
建
当
初
の
伽
藍
は
別
の
場
所
に
あ
っ
た
。
現
在
の
寺
地
は
、
も
と

は
役
行
者
の
土
地
で
あ
っ
た
。
現
在
地
へ
の
遷
造
は
、
壬
申
の
乱
に
お
け
る
当
麻
国
見
の
勲
功
に
よ
る
。

【
曼
陀
羅
感
得
譚
】
曼
陀
羅
は
、
ヨ
コ
ハ
ギ
大
納
言
の
娘
の
願
い
に
応
え
て
「
化
人
」
が
現
れ
、
天
平
宝
字
七
年
六
月
二
十
三
日
、

一
夜
の
間
に
織
り
上
げ
て
与
え
た
も
の
で
あ
る
。

こ
の
う
ち
【
創
建
譚
】
に
つ
い
て
は
、
当
時
、
葛
城
修
験
の
霊
場
が
整
備
さ
れ
、
當
麻
寺
背
後
の
二
上
山
も
そ
の
中
に
組
み
込
ま
れ
て

い
た
こ
と
を
受
け
、
そ
う
し
た
文
脈
の
中
で
役
行
者
ゆ
か
り
の
霊
場
と
し
て
當
麻
寺
を
性
格
づ
け
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
一
方
で
、
引

き
続
き
麻
呂
子
親
王
を
開
基
と
仰
ぐ
点
、
寺
の
遷
造
を
当
麻
国
見
の
勲
功
に
よ
る
も
の
と
す
る
点
か
ら
は
、
当
麻
氏
の
氏
寺
と
し
て
性

(
？
～
？)

格
づ
け
よ
う
と
す
る
意
識
が
引
き
続
き
健
在
で
あ
っ
た
こ
と
が
窺
わ
れ
る
。
ま
た
【
曼
陀
羅
感
得
譚
】
に
つ
い
て
は
、
麻
呂
子
親
王
夫

人
が
天
平
宝
字
七
年
ま
で
存
命
し
て
い
た
と
す
る
真
名
本
縁
起
の
記
述
は
時
代
不
相
応
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
曼
陀
羅
成
立
の
年
次
を
尊

重
す
る
た
め
に
親
王
夫
人
の
名
は
排
除
し
、
新
た
に
ヨ
コ
ハ
ギ
大
納
言
の
娘
な
る
人
物
を
設
定
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
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(

２)

散
逸
『
建
暦
縁
起
』

こ
の
縁
起
言
説
は
、
さ
ら
に
建
暦
年
間
に
至
っ
て
新
た
な
展
開
を
見
せ
る
。
当
時
、
俊
乗
房
重
源
の
周
辺
人
物
で
あ
っ
た
恵
阿
弥
陀

(

一
二
一
一
～
一
三)

(

一
一
二
一
～
一
二
〇
六)

(

？
～
？)

仏
の
主
導
の
も
と
、
當
麻
曼
陀
羅
の
最
初
の
転
写
本
「
建
保
本
」
の
制
作
事
業
が
進
め
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
中
で
「
正
権
政
所
の
御
判
、

并
び
に
所
司
三
綱
官
人
氏
等
の
連
署
」
を
伴
う
當
麻
寺
公
式
の
縁
起
文
が
作
成
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
縁
起
文
（
『
建
暦
縁
起
』
）

は
現

な
ら存

し
な
い
が
、
同
書
の
影
響
下
に
成
立
し
た
『
護
国
寺
本

諸
寺
縁
起
集
』（
當
麻
寺
条
の
本
文
は
文
暦
二
年
成
立
）
、
お
よ
び
同
書
の
一
部
を

(

一
二
三
五)

引
用
す
る
『
當
麻
曼
陀
羅
不
審
問
答
抄
』（
弘
長
二
年
以
前
成
立
）

の
記
事
か
ら
内
容
を
窺
い
知
る
こ
と
が
で
き
、
そ
の
内
容
は
以
下
の
通

(

一
二
六
二)

り
で
あ
っ
た
と
推
定
さ
れ
る
。

【
創
建
譚
】
麻
呂
子
親
王
の
當
麻
寺
創
建
は
、
兄
聖
徳
太
子
の
勧
め
に
よ
る
。
そ
の
七
十
年
後
、
親
王
は
霊
夢
を
受
け
て
役
行
者

の
土
地
を
譲
り
受
け
、
寺
を
遷
造
し
た
。
遷
造
に
際
し
、
役
行
者
や
そ
の
親
族
は
、
四
天
王
像
の
請
来
や
田
畠
の
寄
進
な
ど
の
形

で
寺
に
貢
献
し
た
。

【
曼
陀
羅
感
得
譚
】
曼
陀
羅
は
、
伏
突
大
納
言
の
娘
の
願
い
に
応
え
て
「
化
女
」
が
現
れ
、
天
平
宝
字
七
年
六
月
二
十
三
日
、
一

よ
こ
は
き

夜
の
間
に
織
り
上
げ
て
与
え
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
際
、
糸
を
濯
い
だ
の
は
當
麻
寺
近
隣
の
染
野
寺
の
井
に
於
い
て
で
あ
っ
た
。

こ
の
う
ち
【
曼
陀
羅
感
得
譚
】
に
つ
い
て
は
、
當
麻
寺
現
地
で
成
立
し
た
に
相
応
し
く
、
染
野
寺
の
井
の
こ
と
な
ど
現
地
の
縁
起
伝
承

が
取
り
入
れ
ら
れ
て
い
る
点
に
特
色
が
見
ら
れ
る
。
【
創
建
譚
】
で
は
、
麻
呂
子
親
王
の
も
つ
当
麻
氏
祖
と
し
て
の
性
格
は
希
薄
化
さ

れ
、
む
し
ろ
聖
徳
太
子
の
弟
と
し
て
の
性
格
が
強
調
さ
れ
る
こ
と
で
、
聖
徳
太
子
信
仰
の
文
脈
の
中
に
當
麻
寺
を
位
置
づ
け
よ
う
と
し

た
こ
と
が
窺
わ
れ
る
。
ま
た
『
南
都
巡
礼
記
』
の
段
階
か
ら
既
に
存
在
し
て
い
た
役
行
者
と
の
関
わ
り
に
つ
い
て
も
、
行
者
の
貢
献
を

い
っ
そ
う
強
調
す
る
形
で
、
引
き
続
き
重
視
し
よ
う
と
し
た
と
言
え
る
。
な
お
、
『
建
暦
縁
起
』
に
お
い
て
は
創
建
譚
条
が
特
に
當
麻

寺
公
式
の
縁
起
文
と
し
て
権
威
づ
け
ら
れ
、
曼
陀
羅
感
得
譚
は
あ
く
ま
で
そ
の
付
随
記
事
と
い
う
扱
い
と
さ
れ
て
い
た
か
ら
、
同
書
に
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お
け
る
縁
起
内
容
更
新
の
主
眼
は
創
建
譚
の
整
備
に
あ
っ
た
と
言
え
よ
う
。

当
時
、
聖
徳
太
子
信
仰
の
高
ま
り
の
中
で
、
當
麻
寺
は
重
要
な
位
置
に
あ
っ
た
。
そ
れ
は
、
太
子
ゆ
か
り
の
霊
場
で
あ
る
法
隆
寺
・

叡
福
寺
（
聖
徳
太
子
廟
）
・
四
天
王
寺
を
巡
礼
す
る
際
、
法
隆
寺
か
ら
叡
福
寺
へ
向
か
う
過
程
で
竹
内
街
道
（
古
代
以
来
の
幹
線
道
路
。
二
上
山
の

南
で
葛
城
山
系
を
東
西
に
横
断
す
る
）

を
経
由
す
る
都
合
上
、
巡
礼
者
は
ち
ょ
う
ど
當
麻
寺
の
門
前
を
通
る
こ
と
と
な
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
そ

う
し
た
事
情
を
受
け
、
當
麻
寺
は
、
太
子
信
仰
の
巡
礼
、
特
に
叡
福
寺
参
詣
と
の
関
わ
り
の
中
で
、
霊
場
と
し
て
の
性
格
付
け
が
な
さ

れ
た
。
ま
た
こ
れ
に
加
え
、
葛
城
修
験
の
文
脈
で
も
霊
場
と
さ
れ
て
い
た
こ
と
は
、
前
節
に
述
べ
た
通
り
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
れ
ら
の

点
は
、
太
子
廟
や
葛
城
修
験
に
傾
倒
し
て
い
た
重
源
の
信
仰
と
も
共
鳴
す
る
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。
当
時
、
重
源
自
身
は
既
に
歿
し
て

い
た
が
、
そ
の
志
を
継
い
だ
人
々
が
當
麻
曼
陀
羅
の
転
写
事
業
に
関
与
す
る
中
で
、
新
た
な
縁
起
言
説
が
創
出
さ
れ
て
い
っ
た
こ
と
が

窺
わ
れ
よ
う
。

(

３)

小
結

『
當
麻
寺
流
記
』
以
前
の
縁
起
で
は
、
真
名
本
縁
起
に
お
い
て
主
人
公
が
女
性
と
さ
れ
た
点
、
『
建
暦
縁
起
』
に
お
い
て
化
人
が
「
化

女
」
と
さ
れ
た
点
な
ど
、
女
性
性
と
い
う
要
素
を
縁
起
中
に
取
り
入
れ
る
こ
と
は
し
ば
し
ば
行
わ
れ
て
い
た
か
ら
、
そ
こ
に
女
人
救
済

の
意
図
を
読
み
取
る
こ
と
も
不
可
能
で
は
な
い
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
『
當
麻
寺
流
記
』
以
前
の
縁
起
で
は
、
本
願
尼
の
人
物
造
形
は
縁

起
構
想
上
の
主
要
課
題
と
は
さ
れ
ず
、
む
し
ろ
當
麻
寺
の
伽
藍
や
寺
域
を
い
か
に
霊
地
と
し
て
性
格
付
け
る
か
に
主
眼
が
あ
っ
た
と
考

え
ら
れ
る
か
ら
、
そ
の
点
か
ら
言
え
ば
、
女
人
救
済
を
縁
起
の
主
題
と
し
て
捉
え
る
こ
と
は
難
し
い
よ
う
に
思
わ
れ
る

。
（2）
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二

『
當
麻
寺
流
記
』
（3）

(

１)

『
當
麻
寺
流
記
』
の
構
想

そ
の
後
、
當
麻
曼
陀
羅
は
浄
土
宗
西
山
義
祖
の
善
慧
房
證
空
（
法
然
の
弟
子
）

に
よ
っ
て
そ
の
価
値
が
再
発
見
さ
れ
（
後
述
）
、
曼
陀
羅

(

一
一
七
七
～
一
二
四
七)

信
仰
は
浄
土
宗
の
活
動
の
中
で
急
速
に
弘
め
ら
れ
た
。
根
本
縁
起
を
謳
う
偽
書
『
當
麻
寺
流
記
』
は
、
こ
う
し
た
中
で
成
立
し
た
。

同
書
成
立
の
上
で
は
『
建
暦
縁
起
』
が
強
く
意
識
さ
れ
た
。
す
な
わ
ち
、
創
建
譚
条
に
つ
い
て
は
『
建
暦
縁
起
』
の
文
言
を
ほ
ぼ
そ

の
ま
ま
踏
襲
し
つ
つ
、
曼
陀
羅
感
得
譚
条
の
内
容
を
『
建
暦
縁
起
』
か
ら
大
幅
に
増
補
す
る
こ
と
で
、
縁
起
本
文
が
構
築
さ
れ
た
の
で

あ
る
。
『
當
麻
寺
流
記
』
は
、
『
建
暦
縁
起
』
冒
頭
に
記
さ
れ
て
い
た
「
流
記
・
聞
書
等
を
勘
へ
之
を
記
す
」（
「
流
記
」
は
、
本
来
は
〈
後
代
に

か
ん
が

こ
れ

ま
で
流
し
留
め
る
べ
き
記
録
〉
の
意
の
普
通
名
詞
）

の
一
文
を
利
用
し
て
こ
れ
を
自
ら
の
書
名
と
す
る
こ
と
で
、
あ
た
か
も
『
當
麻
寺
流
記
』
を

抄
出
し
た
の
が
『
建
暦
縁
起
』
で
あ
る
か
の
よ
う
に
装
っ
た
。
『
當
麻
寺
流
記
』
は
こ
の
よ
う
に
し
て
偽
書
と
し
て
創
出
さ
れ
、
こ
れ

に
よ
り
、
同
書
は
根
本
縁
起
と
し
て
の
地
位
を
獲
得
す
る
に
至
っ
た
の
で
あ
る
。

そ
れ
で
は
、
曼
陀
羅
感
得
譚
に
お
け
る
『
建
暦
縁
起
』
か
ら
の
増
補
は
何
を
意
図
し
て
い
た
の
だ
ろ
う
か
。
そ
こ
で
、
『
當
麻
寺
流

記
』
に
お
い
て
『
建
暦
縁
起
』
か
ら
増
補
さ
れ
た
要
素
を
確
認
す
る
と
き
、
主
と
し
て
以
下
の
点
が
そ
れ
に
相
当
す
る
。

①
本
願
尼
は
『
称
讃
浄
土
経
』
を
一
千
巻
書
写
し
、
當
麻
寺
へ
奉
納
す
る
。

②
本
願
尼
は
六
月
十
五
日
に
出
家
し
、
「
一
日
一
食
」
の
修
行
を
す
る
。

③
一
夜
の
う
ち
に
曼
陀
羅
を
織
り
与
え
る
従
来
の
「
化
女
」
に
加
え
て
、
「
化
尼
」（
阿
弥
陀
仏
の
化
身
）

が
そ
れ
以
前
か
ら
出
現
し
て

曼
陀
羅
制
作
に
助
力
し
、
最
後
は
曼
陀
羅
に
織
ら
れ
た
『
観
無
量
寿
経
』
の
教
説
内
容
を
本
願
尼
に
説
き
示
す
。

④
本
願
尼
は
宝
亀
六
年
（
曼
陀
羅
完
成
か
ら
十
二
支
が
一
巡
し
た
年
）

の
三
月
十
四
日
に
極
楽
往
生
を
遂
げ
る
。

(

七
七
五)
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ま
ず
こ
の
う
ち
④
に
着
目
す
る
と
、
こ
の
三
月
十
四
日
は
、
浄
土
宗
が
高
祖
と
仰
ぐ
唐
代
の
僧
・
善
導
の
忌
日
に
あ
た
る
。
既
に
鎌

(

六
一
三
～
八
一)

倉
時
代
の
段
階
で
、
こ
の
日
に
善
導
の
忌
日
法
要
を
お
こ
な
っ
て
い
る
事
例
が
確
認
さ
れ
る
か
ら
、
こ
の
日
は
浄
土
宗
の
活
動
に
お
い

て
重
要
な
意
味
を
も
つ
日
で
あ
っ
た
と
言
え
る
。
従
っ
て
、
本
願
尼
の
往
生
を
こ
の
日
に
設
定
し
た
こ
と
は
偶
然
で
は
な
く
、
本
願
尼

の
人
生
を
善
導
に
重
ね
る
意
図
が
存
在
し
て
い
た
と
推
測
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

そ
う
考
え
る
と
き
、
①
に
つ
い
て
も
、
善
導
が
生
涯
に
『
阿
弥
陀
経
』（
『
称
讃
浄
土
経
』
と
は
異
訳
の
関
係
に
当
た
る
）

を
十
万
巻
書
写
し
た

と
す
る
伝
承
と
の
関
係
が
想
定
さ
れ
る
。
当
時
、
當
麻
寺
に
は
、
光
明
皇
太
后
満
中
陰
追
善
の
た
め
に
一
斉
書
写
さ
れ
た
『
称
讃
浄
土

経
』
の
天
平
写
経
が
大
量
に
伝
来
し
て
い
た
。
縁
起
で
は
こ
れ
を
本
願
尼
の
一
筆
書
写
と
す
る
こ
と
で
、
寺
の
什
物
を
利
用
し
つ
つ
本

願
尼
に
善
導
の
事
蹟
が
投
影
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

ま
た
②
は
、
善
導
の
著
作
『
観
念
法
門
』
に
お
い
て
「
別
時
念
仏
」（
道
場
や
期
間
を
定
め
て
念
仏
に
励
む
こ
と
）

の
作
法
を
説
い
た
次
の
一

節
を
踏
ま
え
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

三
昧
の
道
場
に
入
ら
ん
と
す
る
時
、
一
ら
仏
教
の
方
法
に
依
り
、
先
づ
須
ら
く
道
場
を
※

料
理
す
べ
し
。
…
…
行
者
等
、
月
の
一

も
つ
ぱ

す
べ
か

日
よ
り
八
日
に
至
る
ま
で
、
或
い
は
八
日
よ
り
十
五
日
に
至
る
ま
で
、
或
い
は
十
五
日
よ
り
二
十
三
日
に
至
る
ま
で
、
或
い
は
二

十
三
日
よ
り
三
十
日
に
至
る
ま
で
、
月
別
四
時
佳
し
。
…
…
七
日
の
中
、
皆
須
ら
く
※

一
食
長
斎
す
べ
し
。

よ

※
料
理
＝
準
備
す
る
、
と
と
の
え
る
意
。

※
一
食
長
斎
＝
一
日
あ
た
り
の
食
事
を
一
度
限
り
と
す
る
斎
戒
法
。

す
な
わ
ち
『
當
麻
寺
流
記
』
で
は
、
曼
陀
羅
の
完
成
を
六
月
二
十
三
日
と
す
る
従
来
の
縁
起
説
を
利
用
し
、
修
行
開
始
日
を
十
五
日
と

す
る
こ
と
で
曼
陀
羅
完
成
の
二
十
三
日
を
修
行
の
結
願
日
に
準
え
た
の
で
あ
り
、
そ
れ
に
よ
り
、
本
願
尼
の
修
行
に
『
観
念
法
門
』
所

説
の
別
時
念
仏
の
イ
メ
ー
ジ
を
投
影
し
よ
う
と
し
た
の
だ
っ
た
。

こ
う
し
た
、
曼
陀
羅
縁
起
に
お
け
る
善
導
の
伝
記
・
著
作
と
の
関
連
性
を
考
慮
す
る
と
き
、
縁
起
物
語
の
最
も
中
核
に
位
置
す
る
③
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に
つ
い
て
も
、
善
導
が
『
観
無
量
寿
経
』
の
注
釈
書
『
観
経
疏
』
を
撰
述
し
た
際
の
、
次
の
挿
話
（
『
観
経
疏
』
散
善
義
末
尾
）

を
翻
案
し
た

も
の
と
推
定
さ
れ
る
。

某

今
、
此
の
『
観
経
』
の
要
義
を
出
だ
し
、
※

古
今
を
楷
定
せ
ん
と
欲
す
。
若
し
三
世
諸
仏
・
釈
迦
仏
・
阿
弥
陀
仏
等
の
大
悲

そ
れ
が
し

か
い
ぢ
や
う

も

願
の
意
に
称
は
ば
、
願
は
く
は
夢
中
に
於
い
て
、
如
上
の
所
願
の
一
切
境
界
の
諸
相
を
見
る
を
得
ん
こ
と
を
。
仏
像
の
前
に
於
い

か
な

て
結
願
し
已
り
て
、
日
別
に
阿
弥
陀
経
を
誦
す
る
こ
と
三
徧
、
阿
弥
陀
仏
を
念
ず
る
こ
と
三
万
徧
、
至
心
に
発
願
す
。
即
ち
当
夜

を
は

に
於
い
て
、
西
方
の
空
中
に
如
上
の
諸
相
の
境
界
悉
く
皆
顕
現
す
る
を
見
る
。
…
…
此
れ
よ
り
已
後
、
毎
夜
夢
中
に
常
に
※

一
僧

こ
と
ご
と

有
り
、
来
り
て
※

玄
義
・
科
文
を
指
授
す
。
既
に
了
つ
て
更
に
復
た
見
え
ず
。

を
は

ま

※
古
今
を
楷
定
＝
従
来
の
解
釈
の
誤
り
を
訂
正
す
る
意
。

※
一
僧
＝
善
導
『
観
経
疏
』
で
は
僧
の
正
体
を
明
言
し
な
い
が
、
法
然
は
僧
の
正
体
を
阿
弥
陀
仏
だ
と
し
て
い
る
（
『
選
択
本
願
念
仏
集
』
十
六
章
）
。

※
玄
義
・
科
文
＝
「
玄
義
」
は
経
典
（
こ
こ
で
は
『
観
無
量
寿
経
』
）
の
奥
旨
。
「
科
文
」
は
経
典
の
段
落
分
け
の
方
法
。

こ
れ
は
、
善
導
が
『
観
無
量
寿
経
』
の
所
説
に
従
っ
て
極
楽
浄
土
や
阿
弥
陀
仏
の
す
が
た
を
観
想
す
る
修
行
を
実
践
し
た
際
に
、
深
い

瞑
想
の
境
地
の
中
で
神
秘
体
験
を
得
た
（
「
三
昧
発
得
」
）

と
き
の
体
験
を
記
し
た
も
の
だ
が
、
こ
の
中
で
は
、
善
導
が
『
観
無
量
寿
経
』

の
正
し
い
解
釈
を
知
り
た
い
と
考
え
、
浄
土
の
す
が
た
を
親
り
に
拝
し
た
い
と
願
っ
て
い
た
と
こ
ろ
、
阿
弥
陀
仏
の
化
身
が
僧
の
姿
で

ま
の
あ
た

出
現
し
、
そ
の
助
力
を
得
て
『
観
無
量
寿
経
』
の
正
し
い
解
釈
を
反
映
し
た
成
果
物
（
『
観
経
疏
』
）

が
得
ら
れ
た
と
い
い
、
『
當
麻
寺
流

記
』
の
曼
陀
羅
感
得
譚
と
共
通
の
骨
格
を
有
し
て
い
る
と
言
え
よ
う
。

以
上
①
～
④
か
ら
は
、
『
當
麻
寺
流
記
』
に
お
け
る
曼
陀
羅
感
得
譚
の
増
補
に
際
し
て
善
導
の
伝
記
や
著
作
が
強
く
意
識
さ
れ
、
そ

れ
を
翻
案
し
よ
う
と
す
る
意
図
が
働
い
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

(

２)

善
導
伝
を
採
り
入
れ
た
意
図



9

9

で
は
、
な
ぜ
『
當
麻
寺
流
記
』
で
は
善
導
の
伝
記
や
著
作
が
利
用
さ
れ
た
の
だ
ろ
う
か
。
そ
の
問
題
を
考
え
る
上
で
、
以
下
、
當
麻

曼
陀
羅
信
仰
に
お
け
る
善
導
の
重
要
性
を
確
認
し
た
い
。

そ
も
そ
も
中
国
を
中
心
と
す
る
漢
字
文
化
圏
に
お
い
て
、
学
問
の
最
も
基
本
的
な
形
態
は
注
釈
で
あ
っ
た
。
学
問
の
対
象
と
な
る
権

威
あ
る
古
典
文
献
に
は
学
者
に
よ
る
注
釈
が
付
さ
れ
、
本
文
を
解
釈
す
る
際
に
は
必
ず
そ
う
し
た
注
釈
に
則
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
た
。

そ
れ
に
伴
い
、
注
釈
じ
た
い
が
古
典
文
献
本
文
と
一
具
の
も
の
と
し
て
権
威
を
帯
び
る
こ
と
と
な
っ
た
の
で
、
あ
る
古
典
文
献
に
対
し

て
複
数
の
注
釈
が
存
在
す
る
場
合
に
は
ど
の
注
釈
を
正
統
と
見
な
す
か
が
争
点
と
な
っ
た
し
、
権
威
的
注
釈
の
記
述
を
ど
う
解
釈
す
る

の
か
も
問
題
と
な
っ
て
注
釈
に
対
す
る
注
釈
が
作
ら
れ
る
場
合
も
あ
っ
た
。
そ
し
て
日
本
の
場
合
、
そ
う
し
た
注
釈
に
対
す
る
権
威
性

の
認
定
は
、
所
謂
漢
籍
の
場
合
の
み
な
ら
ず
仏
典
の
場
合
も
同
様
で
あ
っ
た

。
（4）

漢
字
文
化
圏
の
仏
典
注
釈
に
お
い
て
重
要
視
さ
れ
た
の
は
、
経
典
の
構
造
分
析
、
す
な
わ
ち
段
落
分
け
（
「
分
科
」
）

で
あ
っ
た
。
伝
統

ぶ
ん
か

的
に
、
経
典
の
構
造
分
析
の
際
に
は
、
一
経
を

序
分

：
教
え
が
説
き
始
め
ら
れ
る
に
至
っ
た
因
縁
を
明
か
す
段
。

じ
ょ
ぶ
ん

正
宗
分

：
教
え
が
説
か
れ
る
段
。
経
典
中
の
主
部
。

し
ょ
う
し
ゅ
う
ぶ
ん

流
通
分

：
説
か
れ
た
教
え
を
釈
尊
入
滅
後
に
も
伝
え
弘
め
る
よ
う
、
釈
尊
が
弟
子
に
命
じ
る
段
。

る

つ
う
ぶ
ん

の
三
段
に
分
か
つ
の
が
標
準
形
と
さ
れ
、
さ
ら
に
そ
の
下
位
レ
ベ
ル
で
各
段
を
複
数
の
場
面
に
分
け
て
ゆ
く
方
法
が
採
ら
れ
た
。
従
っ

て
仏
典
注
釈
に
お
い
て
は
、
こ
れ
ら
各
場
面
の
境
目
を
ど
こ
に
設
定
す
る
か
と
い
う
点
に
、
重
大
な
関
心
が
存
在
し
た
の
で
あ
る
。

『
観
無
量
寿
経
』
の
注
釈
書
に
は
数
種
が
あ
り
、
分
科
の
方
法
は
注
釈
者
ご
と
に
異
な
っ
て
い
た
か
ら
、
當
麻
曼
陀
羅
が
『
観
無
量

寿
経
』
の
物
語
を
図
像
化
す
る
に
際
し
て
の
場
面
分
け
の
し
か
た
を
見
れ
ば
、
曼
陀
羅
が
ど
の
注
釈
に
基
づ
い
て
『
観
無
量
寿
経
』
を

図
像
化
し
た
の
か
が
分
か
る
。
當
麻
曼
陀
羅
は
、
中
央
に
は
極
楽
浄
土
の
荘
厳
を
配
置
し
、
『
観
無
量
寿
経
』
の
物
語
内
容
は
南
（
正
面
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を
西
と
し
た
場
合
）
・
北
・
下
の
三
縁
に
配
当
し
て
い
る
が
、
こ
の
三
縁
内
で
の
場
面
の
分
け
か
た
を
見
て
み
る
と
、

南
縁
：
経
の
冒
頭
部
（
初
観
以
前
）。

北
縁
：
教
説
の
中
核
と
な
る
十
六
想
観
の
う
ち
、
初
観
か
ら
十
三
観
ま
で
。

下
縁
：
十
四
観
か
ら
十
六
観
ま
で
。
但
し
こ
れ
を
九
品
往
生
説
に
従
っ
て
九
場
面
に
分
割
。

と
な
っ
て
い
る
。
従
っ
て
、
曼
陀
羅
の
制
作
に
際
し
て
参
照
さ
れ
て
い
た
『
観
無
量
寿
経
』
の
注
釈
書
は
、
初
観
以
降
を
正
宗
分
と
し
、

か
つ
十
六
想
観
を
前
半
十
三
観
と
後
半
三
観
（
九
品
往
生
）
と
に
分
割
す
る
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。
こ
れ
に
合
致
す
る
の
は

善
導
『
観
経
疏
』
の
み
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
當
麻
曼
陀
羅
は
善
導
『
観
経
疏
』
に
基
づ
い
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

曼
陀
羅
の
典
拠
が
善
導
『
観
経
疏
』
で
あ
る
と
い
う
事
実
は
、
浄
土
宗
に
と
っ
て
重
要
な
意
味
を
有
し
た
。
そ
も
そ
も
宗
祖
・

法
然
房
源
空
が
一
向
念
仏
の
教
え
に
帰
し
て
浄
土
宗
を
開
く
に
至
っ
た
の
は
、
善
導
『
観
経
疏
』
の
「
一
心
に
専
ら
弥
陀
の
名
号
を
念

(

一
一
三
三
～
一
二
一
二)

も
つ
ぱ

じ
て
…
…
」
の
一
節
と
出
会
っ
た
こ
と
が
契
機
で
あ
っ
た
（
『
法
然
上
人
行
状
絵
図
』
巻
六
ほ
か
）

か
ら
、
善
導
の
著
作
、
中
で
も
『
観
経
疏
』

は
、
浄
土
宗
の
教
義
の
根
幹
を
な
す
文
献
と
し
て
取
り
扱
わ
れ
た
。
當
麻
曼
陀
羅
は
、
そ
の
善
導
の
教
学
に
忠
実
な
図
像
で
あ
る
点
に

有
用
性
が
あ
り
、
実
際
、
善
導
『
観
経
疏
』
を
講
釈
す
る
際
に
曼
陀
羅
が
参
照
さ
れ
る
こ
と
も
し
ば
し
ば
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
、
浄

土
宗
に
お
い
て
善
導
『
観
経
疏
』
と
當
麻
曼
陀
羅
と
が
一
具
の
も
の
と
し
て
享
受
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
、
曼
陀
羅
縁
起
に
善
導
伝
が
採

り
入
れ
ら
れ
る
前
提
に
は
存
在
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

但
し
、
當
麻
曼
陀
羅
の
も
つ
有
用
性
は
、
そ
れ
だ
け
に
留
ま
ら
な
か
っ
た
。
曼
陀
羅
の
典
拠
が
善
導
『
観
経
疏
』
で
あ
る
こ
と
を
発

見
し
た
の
は
浄
土
宗
西
山
義
祖
・
證
空
だ
が
、
そ
の
発
見
の
経
緯
に
つ
き
、
最
古
の
證
空
伝
で
あ
る
『
善
慧
上
人
絵
』（
至
徳
三
年
起
草
）

(

一
三
八
六)

に
は
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

（
注
：
證
空
が
）

當
麻
に
参
詣
し
、
彼
の
曼
陀
羅
を
拝
見
し
給
ふ
に
、
不
思
議
一
に
あ
ら
ず
。
…
…
こ
の
一
鋪
の
曼
陀
羅
は
、
全
く
彼

の
善
導
大
師
観
経
玄
疏
四
巻
の
文
を
移
し
織
ら
れ
た
る
な
り
。
…
…
次
に
は
、
上
人
日
来
連
々
に
指
授
し
給
ふ
法
門
、
経
疏
の
面

ひ

ご
ろ

お
も
て
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に
も
い
た
く
見
え
ざ
る
こ
と
を
述
べ
ら
れ
け
れ
ば
、
信
心
を
生
ず
る
人
少
な
か
り
け
る
に
、
こ
の
曼
陀
羅
、
一
々
に
証
明
を
な
せ

り
。
…
…
誠
に
、
所
伝
の
旨
の
深
く
聖
意
に
達
せ
し
こ
と
、
誰
か
猶
ほ
疑
慮
の
心
を
残
す
べ
き
や
。
た
と
ひ
曼
陀
羅
拝
見
の
後
、

相
順
の
義
を
案
じ
得
ら
れ
た
り
と
も
、
義
理
、
変
相
に
相
ひ
適
は
ば
、
信
用
に
足
り
ぬ
べ
し
。
況
む
や
、
先
立
ち
て
料
簡
せ
ら
る

か
な

い
は

る
趣
、
後
時
拝
見
の
曼
陀
羅
に
契
当
せ
む
に
於
き
て
を
や
。

こ
こ
で
は
次
の
よ
う
に
い
う
。
證
空
が
常
々
説
き
示
し
て
い
た
教
説
は
、
『
観
無
量
寿
経
』
や
善
導
『
観
経
疏
』
の
文
言
を
逐
語
的
に

解
釈
し
て
も
導
き
出
さ
れ
な
い
も
の
だ
っ
た
の
で
、
多
く
の
人
々
は
こ
れ
を
信
じ
な
か
っ
た
。
し
か
し
こ
の
曼
陀
羅
に
織
ら
れ
た
図
像

は
、
そ
の
證
空
の
独
自
見
解
に
ま
さ
し
く
符
合
す
る
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
に
よ
っ
て
證
空
説
の
正
当
性
が
証
明
さ
れ
た
、
と
。
す
な
わ

ち
當
麻
曼
陀
羅
は
、
法
然
門
下
の
諸
義
の
中
で
の
西
山
義
の
正
当
性
を
主
張
す
る
際
の
根
拠
と
し
て
、
極
め
て
有
用
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

事
実
、
證
空
晩
年
の
教
説
を
記
し
た
『
観
経
疏
積
学
抄
』
に
お
い
て
、
證
空
の
独
自
見
解
を
示
す
際
に
曼
陀
羅
の
図
像
が
根
拠
と
し
て

挙
げ
ら
れ
て
い
る
こ
と
は
、
そ
の
証
左
た
り
得
よ
う
。

し
か
し
、
證
空
の
経
疏
理
解
の
正
当
性
を
主
張
す
る
際
に
曼
陀
羅
を
根
拠
と
し
て
利
用
す
る
た
め
に
は
、
当
然
の
こ
と
な
が
ら
、
曼

陀
羅
図
像
そ
の
も
の
の
正
当
性
が
保
証
さ
れ
な
く
て
は
な
ら
な
か
っ
た
。
従
来
の
縁
起
説
の
よ
う
に
、
単
に
「
化
人
／
化
女
」
な
る
正

体
不
明
の
不
思
議
な
人
物
が
織
り
与
え
た
と
い
う
だ
け
で
は
、
こ
の
曼
陀
羅
が
経
典
や
善
導
『
観
経
疏
』
の
真
意
を
忠
実
に
体
現
し
て

い
る
こ
と
の
証
明
と
は
な
ら
な
い
。
す
な
わ
ち
、『
當
麻
寺
流
記
』
に
お
い
て
曼
陀
羅
を
織
り
与
え
た
の
が
仏
の
化
身
で
あ
る
と
さ
れ
、

し
か
も
そ
の
制
作
過
程
が
善
導
『
観
経
疏
』
の
成
立
過
程
に
類
比
す
べ
き
も
の
と
さ
れ
た
の
は
、
こ
の
曼
陀
羅
が
経
典
の
真
意
を
十
全

に
体
現
し
、
か
つ
善
導
『
観
経
疏
』
に
ま
さ
し
く
符
合
す
る
図
像
で
あ
る
こ
と
を
保
証
し
よ
う
と
し
た
か
ら
に
他
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。

こ
の
点
に
、
『
當
麻
寺
流
記
』
の
創
出
意
図
は
存
在
し
て
い
た
と
言
え
よ
う
。
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(

３)

小
結

後
代
に
継
承
さ
れ
る
曼
陀
羅
感
得
譚
を
確
立
し
た
『
當
麻
寺
流
記
』
は
、
善
導
の
伝
記
を
翻
案
す
る
形
で
本
願
尼
を
造
形
す
る
こ
と

に
主
眼
が
あ
り
、
そ
れ
に
よ
っ
て
、
當
麻
曼
陀
羅
を
善
導
『
観
経
疏
』
と
等
価
値
の
も
の
と
し
て
位
置
づ
け
よ
う
と
し
た
も
の
で
あ
っ

た
。
従
っ
て
、
『
當
麻
寺
流
記
』
に
お
け
る
曼
陀
羅
感
得
譚
は
韋
提
希
話
の
翻
案
と
は
認
め
難
く
、
ま
た
そ
の
主
題
が
女
人
救
済
で
あ

っ
た
と
は
考
え
難
い
も
の
と
結
論
づ
け
ら
れ
る
。

三

『
當
麻
寺
流
記
』
以
後
の
展
開

(

１)

『
大
和
国
當
麻
寺
縁
起
』
（5）

曼
陀
羅
感
得
譚
を
確
立
し
た
の
は
『
當
麻
寺
流
記
』
で
あ
っ
た
が
、
そ
れ
が
社
会
に
流
布
し
人
口
に
膾
炙
す
る
上
で
重
要
な
役
割
を

果
た
し
た
の
は
『
大
和
国
當
麻
寺
縁
起
』
で
あ
っ
た
。
同
書
は
、
當
麻
寺
曼
陀
羅
堂
修
理
（
仁
治
三
年
完
成
）

の
た
め
の
勧
進
状
と
し
て

(

一
二
四
二)

作
成
さ
れ
た
駢
儷
文
基
調
の
美
文
体
縁
起
文
で
、
冒
頭
に
「
粗
ら
流
記
を
勘
ふ
る
に
」
と
記
さ
れ
る
如
く
、
内
容
は
基
本
的
に
『
當
麻

あ
ら
あ

か
ん
が

寺
流
記
』
の
踏
襲
で
あ
る
。
但
し
、
以
下
の
要
素
が
新
た
に
増
補
さ
れ
、
遷
造
を
壬
申
の
乱
に
関
係
づ
け
て
い
る
点
が
注
意
さ
れ
る
。

【
創
建
譚
】
當
麻
寺
遷
造
事
業
の
着
工
は
白
鳳
十
年
だ
が
、
遷
造
が
企
図
さ
れ
た
の
は
白
鳳
二
年
に
遡
る
。
遷
造
が
遅
れ
た
の
は
、

(

六
八
一)

(

六
七
三)

前
年
に
勃
発
し
た
大
友
太
政
大
臣
の
謀
叛
（
壬
申
の
乱
）
の
影
響
で
世
情
不
安
で
あ
っ
た
こ
と
に
よ
る
。

※
従
来
の
縁
起
で
は
、
遷
造
企
図
は
着
工
と
同
じ
く
白
鳳
十
年
の
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
。

そ
の
意
図
を
考
え
る
と
き
、
同
書
作
成
の
本
来
の
目
的
で
あ
っ
た
曼
陀
羅
堂
修
理
が
、
九
条
家
や
鎌
倉
幕
府
の
中
枢
的
人
物
も
結
縁
す
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る
政
治
史
的
事
業
で
あ
っ
た
こ
と
が
注
意
さ
れ
よ
う
。
当
時
の
政
界
で
は
、
た
と
え
ば
修
理
完
成
と
同
年
の
仁
治
三
年
に
後
嵯
峨
天
皇

(

一
二
四
二)

践
祚
と
九
条
道
家
失
脚
事
件
が
起
こ
っ
て
い
る
よ
う
に
、
承
久
の
乱
（
承
久
三
年
勃
発
）

の
影
響
が
未
だ
に
尾
を
引
い
て
い
た
。
同
書
が

(

一
二
二
一)

こ
う
し
た
乱
後
の
復
興
期
の
成
立
で
あ
る
こ
と
を
考
慮
す
れ
ば
、
縁
起
中
で
壬
申
の
乱
後
の
復
興
の
象
徴
と
し
て
當
麻
寺
遷
造
を
描
く

こ
と
に
よ
り
、
こ
の
た
び
の
曼
陀
羅
堂
修
理
を
承
久
の
乱
後
の
復
興
の
象
徴
と
し
て
印
象
づ
け
よ
う
と
し
た
こ
と
が
窺
わ
れ
る
。

但
し
、
そ
の
後
同
書
が
流
布
本
縁
起
と
し
て
の
地
位
を
得
た
の
と
引
き
換
え
に
、
こ
う
し
た
同
書
に
込
め
ら
れ
た
時
事
的
意
図
は
忘

れ
去
ら
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
『
當
麻
曼
陀
羅
不
審
問
答
抄
』（
弘
長
二
年
以
前
成
立
）

は
同
書
に
つ
い
て
「
作
者
及
び
時
代
を
知
ら
ず
」
と

(

一
二
六
二)

記
し
て
お
り
、
同
書
の
作
成
目
的
が
曼
陀
羅
堂
修
理
の
勧
進
で
あ
っ
た
こ
と
、
そ
の
成
立
が
承
久
の
乱
後
の
復
興
期
で
あ
っ
た
こ
と
等

は
忘
却
さ
れ
て
い
る
。
同
書
が
勧
進
状
と
し
て
の
本
来
の
役
割
を
終
え
た
後
も
縁
起
の
流
布
に
貢
献
し
続
け
た
の
は
、
説
話
内
容
の
構

築
意
図
と
は
無
関
係
に
、
ひ
と
え
に
そ
の
文
体
が
耳
心
地
の
よ
い
美
文
体
で
あ
る
こ
と
に
よ
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

(

２)

浄
土
宗
鎮
西
義
系
縁
起
（6）

こ
の
流
布
本
縁
起
の
影
響
下
に
成
立
し
た
縁
起
諸
文
献

の
う
ち
、
新
た
な
物
語
内
容
上
の
発
達
が
認
め
ら
れ
る
の
は
、
『
私
聚
百

（7）

因
縁
集
』
『
浄
土
十
勝
論
』
等
の
浄
土
宗
鎮
西
義
周
辺
で
享
受
さ
れ
て
い
た
縁
起
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
中
で
は
、
例
え
ば
『
私
聚
百
因

縁
集
』
に
次
の
よ
う
に
見
え
る
如
く
、〔
Ａ
〕
父
母
の
寵
愛
を
受
け
て
育
っ
た
姫
君
と
し
て
在
俗
時
の
本
願
尼
が
描
写
さ
れ
、
か
つ
〔
Ｂ
〕

同
話
の
主
題
が
女
人
救
済
で
あ
る
こ
と
が
明
示
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

〔
Ａ
〕（
引
用
者
注
：
本
願
尼
は
）

父
母
の
鍾
愛
斜
め
な
ら
ず
、
帳
の
下
に
長
る
。
形
人
に
勝
れ
、
情
世
に
超
え
、
爾
り
け
れ
ば
、
父
母

な
の

と
ば
り

も
と

ひ
と
と
な

す
ぐ

こ
こ
ろ

さ

を
始
め
奉
り
て
、
家
党
大
事
と
ぞ
償
し
尊
き
奉
り
、
朝
夕
柔
和
の
頂
に
手
を
か
ざ
し
、
夜
昼
花
の
顔
ば
せ
を
瞻
り
奉
る
。
「
長
り

い
へ
の
こ

も
て
な

か
し
づ

ま
ぼ

ひ
と
と
な

給
ひ
な
ば
、
定
め
て
万
女
が
頂
を
も
踏
み
給
ふ
べ
し
。
若
し
当
今
・
仙
洞
の
後
庭
に
召
し
選
ば
れ
て
、
皇
后
と
も
※

椒
房
の
立
后

も

せ
う
ば
う
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と
も
、
時
家
の
大
幸
な
り
、
親
の
面
目
」
と
て
、
春
の
花
に
は
風
を
厭
ひ
、
峰
の
桜
・
軒
端
の
梅
、
秋
の
草
に
は
露
を
痛
み
、
宮

城
野
の
萩
・
嵯
峨
野
の
女
郎
花
。
珍
敬
の
床
の
上
に
は
懐
抱
の
袖
を
覆
ひ
、
仰
崇
の
衾
の
下
に
は
乳
養
の
甘
露
を
勧
め
て
、
寵
き
長

と
こ

い
つ

そ
だ

て
奉
る
。
※

宿
殖
徳
本
の
形
は
日
に
副
へ
て
艶
々
た
り
、
衆
人
愛
敬
の
体
は
時
を
追
つ
て
済
々
た
り
。
此
の
如
く
漸
く
月
日
を
重

そ

か
く

や
う
や

ね
て
、
気
を
※

介
鶏
に
寄
せ
、
遊
び
を
雛
に
比
ふ
る
程
に
成
り
給
ひ
け
り
。
其
の
形
、
世
に
勝
れ
て
聞
こ
え
給
ひ
し
か
ば
、
少
く

な
ぞ
ら

す
ぐ

を
さ
な

し
て
内
侍
に
召
さ
れ
け
り
。
聖
武
天
王
の
皇
女
、
孝
謙
天
王
の
時
の
内
侍
な
り
。
中
将
内
侍
な
り
。
然
る
に
此
の
姫
君
、
其
の
心

秀
で
て
栄
耀
を
望
ま
ず
、
其
の
性
清
素
に
し
て
紅
塵
に
も
染
め
ら
れ
ず
。
思
ひ
は
珠
に
似
た
り
、
世
間
の
塵
に
汚
れ
ず
。
情
は
蓮

け
が

こ
こ
ろ

の
如
し
、
娑
婆
の
濁
り
に
も
染
ま
ず
。
月
の
山
に
傾
き
、
星
の
西
に
流
る
る
暁
は
、
世
の
限
り
有
る
事
を
嘆
き
、
花
の
枝
に
散
り
、

し

露
の
草
に
脆
き
夕
べ
に
は
、
命
の
仮
な
る
事
を
悲
し
み
給
ひ
ぬ
。
鳳
城
北
闕
の
玉
の
簾
の
内
を
厭
ひ
て
、
「
※

宮
も
藁
室
も
終
し

あ
だ

わ
ら

や

は
て

無
け
れ
ば
」
と
恨
み
、
亦
た
常
に
は
林
下
幽
閑
の
柴
の
庵
の
住
ま
ひ
を
欣
ひ
き
、
「
※

終
り
乱
れ
ざ
る
心
と
も
哉
」
と
詠
め
給
ふ
。

ま

ね
が

(

て
ヵ)

が
な

な
が

※
椒
房
＝
皇
后
に
同
じ
。
原
義
は
、
皇
后
の
い
る
場
所
、
後
宮
。

※
宿
殖
徳
本
／
衆
人
愛
敬
＝
『
法
華
経
』
普
門
品
「
若
有
女
人
、
…
…
設
欲
求
女
、
便
生
端
正
有
相
之
女
。
宿
殖
徳
本
、
衆
人
愛
敬
」
に
よ
り
、
理
想
的
な
女

子
で
あ
る
こ
と
を
表
わ
す
。

※
介
鶏
＝
「
芥
鶏
」
の
宛
字
。
闘
鶏
の
意
。
こ
こ
で
は
『
和
漢
朗
詠
集
』
巻
下
・
仏
事
「
浪
洗
欲
消
、
鞭
竹
馬
而
不
顧
、
雨
打
易
破
、
闘
芥
鶏
而
長
忘
」
（
慶
滋

保
胤
。
五
九
三
番
）
に
よ
り
、
児
戯
の
代
表
例
と
し
て
挙
げ
た
も
の
。

※
宮
も
藁
室
も
…
…
＝
『
新
古
今
和
歌
集
』
巻
十
八
・
雑
歌
下
「
世
の
中
は
と
て
も
か
く
て
も
同
じ
こ
と
宮
も
藁
屋
も
果
て
し
な
け
れ
ば
」
（
蝉
丸
。
題
不
知
。

一
八
五
一
番
）
。

※
終
り
乱
れ
ざ
る
…
…
＝
『
新
古
今
和
歌
集
』
巻
二
十
・
釈
教
「
南
無
阿
弥
陀
ほ
と
け
の
御
手
に
か
く
る
糸
の
を
は
り
乱
れ
ぬ
心
と
も
が
な
」
（
法
円
上
人
。
詞

み

て

書
「
臨
終
正
念
な
ら
む
こ
と
を
思
ひ
て
よ
め
る
」
。
一
九
二
四
番
）
。

〔
Ｂ
〕
末
法
な
り
と
雖
も
現
身
に
霊
儀
を
感
じ
、
女
人
な
り
と
雖
も
眼
前
に
変
相
に
預
る
。
※

弥
陀
一
教
利
物
偏
増
の
利
益
、
※

堯

い
へ
ど
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李
尤
も
憑
む
べ
き
者
な
り
。〈
末
法
利
生
、
女
人
感
仏
〈
云
々
〉
。
〉

も
つ
と

た
の

※
弥
陀
一
教
…
…
＝
伝
・
基
『
西
方
要
決
』
第
十
一
「
末
法
万
年
余
経
悉
滅
、
弥
陀
一
教
利
物
偏
増
」
。

※
堯
李
＝
「
澆
季
」
（
人
情
軽
薄
と
な
っ
た
末
世
の
意
）
の
誤
字
あ
る
い
は
宛
字
。

こ
の
中
で
本
願
尼
の
女
性
性
が
強
調
さ
れ
た
意
図
は
未
詳
だ
が
、
例
え
ば
浄
土
宗
鎮
西
義
の
教
学
的
発
達
の
中
で
女
人
往
生
に
関
す
る

議
論
が
進
展
あ
る
い
は
変
質
し
た
可
能
性
な
ど
が
考
え
ら
れ
よ
う
か
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
今
後
の
検
討
課
題
と
し
た
い
。

(

３)
散
逸
『
五
巻
抄
』
（8）

こ
う
し
た
本
願
尼
の
在
俗
時
へ
の
関
心
は
、
や
が
て
発
心
因
縁
譚
と
し
て
の
継
子
物
語
を
生
み
出
し
た
。
そ
の
嚆
矢
と
な
っ
た
の
は
、

浄
土
宗
鎮
西
義
僧
の
道
光
了
慧
が
撰
述
し
た
『
五
巻
抄
』
で
、
同
書
は
散
逸
文
献
な
が
ら
、
同
書
に
基
づ
い
て
撰
述
さ
れ
た
『
當
麻
曼

(

一
二
四
三
～
一
三
三
〇)

陀
羅
疏
』
の
記
事
に
よ
っ
て
内
容
の
復
元
が
可
能
で
あ
る
。
こ
の
中
で
は
、
次
に
示
す
よ
う
に
、
本
願
尼
の
継
子
物
語
創
出
に
際
し
て

偽
経
『
浄
土
本
縁
経
』
に
説
か
れ
る
観
音
菩
薩
の
因
位
（
菩
薩
に
な
る
前
の
段
階
）

の
物
語
を
翻
案
す
る
と
い
う
形
が
採
ら
れ
て
い
る
。

い
ん

い

〔
了
慧
撰
『
五
巻
抄
』
所
収

本
願
尼
発
心
因
縁
譚

概
要
〕

〔
『
浄
土
本
縁
経
』
所
説

観
音
菩
薩
因
位
譚

概
要
〕

ａ
：
奈
良
時
代
、
藤
原
尹
統
は
妻
と
の
間
に
子
が
な
く
、
嘆

ａ
：
天
竺
の
梵
士
・
長
那
は
妻
と
の
間
に
子
が
な
く
、
嘆
い
た

(

婆
羅
門)

い
た
夫
婦
が
長
谷
寺
の
観
音
に
祈
祷
し
た
と
こ
ろ
姫
君
（
本

夫
婦
が
天
神
に
祈
祷
し
た
と
こ
ろ
男
子
が
生
ま
れ
、
そ
の
子

願
尼
）

が
生
ま
れ
、
そ
の
子
三
歳
の
年
に
更
に
男
子
が
生
ま

三
歳
の
年
に
更
に
男
子
が
生
ま
れ
た
。
兄
は
早
離
、
弟
は
速

れ
た
。

離
と
名
付
け
ら
れ
た
。

ｂ
：
姫
七
歳
・
弟
五
歳
の
年
、
母
は
重
病
を
得
、
病
床
で
姉

ｂ
：
早
離
七
歳
・
速
離
五
歳
の
年
、
母
は
重
病
を
得
、
病
床
で

弟
に
菩
提
心
を
発
す
よ
う
遺
言
し
て
死
去
す
る
。

兄
弟
に
菩
提
心
を
発
す
よ
う
遺
言
し
て
死
去
す
る
。
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ｃ
：
葬
送
の
後
、
父
尹
統
は
二
子
を
養
育
の
た
め
、
左
大
臣

ｃ
：
葬
送
の
後
、
父
長
那
は
二
子
を
養
育
の
た
め
、
梵
士
・
毘

の
娘
を
後
妻
に
迎
え
る
。

羅
の
娘
を
後
妻
に
迎
え
る
。

ｄ
：
後
妻
は
、
は
じ
め
二
子
に
愛
情
を
注
い
で
い
た
が
、
日

ｄ
：
後
妻
は
、
は
じ
め
二
子
に
愛
情
を
注
い
で
い
た
が
、
日
が

が
経
つ
に
つ
れ
て
異
念
を
生
じ
、
二
子
を
除
こ
う
と
謀
る
。

経
つ
に
つ
れ
て
異
念
を
生
じ
、
二
子
を
除
こ
う
と
謀
る
。

ｅ
：
後
妻
は
、
葛
木
山
の
地
獄
谷
へ
と
二
子
を
誘
い
出
し
、

ｅ
：
後
妻
は
、
南
の
絶
島
へ
と
二
子
を
誘
い
出
し
、
二
子
を
現

二
子
を
現
地
に
遺
棄
す
る
。

地
に
遺
棄
す
る
。

ｆ
：
し
か
し
噂
は
帝
の
耳
に
入
り
、
姉
弟
は
救
出
さ
れ
る
。

ｆ
：
二
子
は
悲
嘆
し
、
亡
母
の
遺
言
を
思
い
出
し
て
無
上
道
心

姫
は
、
山
中
遺
棄
の
経
験
か
ら
無
常
を
感
じ
、
母
の
追
善

を
起
こ
し
、
絶
命
す
る
。
父
長
那
は
絶
島
へ
赴
い
て
二
子
の

の
た
め
『
称
讃
浄
土
経
』
を
毎
日
読
誦
し
、
や
が
て
同
経

遺
骸
を
見
つ
け
、
悲
嘆
し
て
成
仏
道
の
願
を
発
し
た
。

の
一
千
巻
書
写
を
立
願
す
る
。
そ
れ
を
聞
い
て
感
心
し
た

帝
は
、
姫
を
中
将
内
侍
と
し
、
弟
君
を
少
将
と
し
た
。
し

※
長
那
は
釈
迦
牟
尼
仏
、
母
は
阿
弥
陀
仏
、
早
離
は
観
音
菩
薩
、
速
離
は

か
し
後
に
弟
は
死
去
し
、
無
常
を
感
じ
た
姫
は
當
麻
寺
に

勢
至
菩
薩
の
前
世
と
さ
れ
る
。

至
っ
て
出
家
を
望
む
。

こ
の
中
で
は
、
異
界
遺
棄
後
の
展
開
（
ｆ
）
が
異
な
り
、
『
浄
土
本
縁
経
』
で
は
兄
弟
が
絶
命
す
る
の
に
対
し
て
『
五
巻
抄
』
で
は
姉

弟
は
生
還
し
て
い
る
が
、
こ
れ
は
既
存
の
曼
陀
羅
縁
起
に
繋
ぐ
必
要
上
、
本
願
尼
を
絶
命
さ
せ
る
訳
に
ゆ
か
な
か
っ
た
と
い
う
事
情
に

よ
る
。
こ
の
点
を
除
け
ば
、
ａ
～
ｅ
に
つ
い
て
は
、
『
五
巻
抄
』
は
『
浄
土
本
縁
経
』
の
物
語
に
極
め
て
忠
実
な
形
で
、
本
願
尼
の
発

心
因
縁
譚
と
し
て
の
継
子
物
語
を
創
出
し
て
い
る
と
言
え
る
。
そ
れ
に
よ
り
、
在
俗
時
の
本
願
尼
に
観
音
菩
薩
の
因
位
の
イ
メ
ー
ジ
を

投
影
し
、
本
願
尼
を
聖
者
と
し
て
造
形
し
よ
う
と
し
た
の
で
あ
っ
た
。
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(

４)

中
将
姫
鶬
山
遺
棄
説
話
の
成
立
（9）

そ
の
後
、
『
五
巻
抄
』
所
収
話
か
ら
弟
の
存
在
を
消
し
去
り
、
遺
棄
地
も
葛
木
山
か
ら
鶬
山
に
改
め
る
な
ど
、
山
中
遺
棄
と
い
う
物

語
の
枠
組
み
を
残
し
つ
つ
全
面
的
に
改
作
さ
れ
た
の
が
、
本
稿
冒
頭
に
示
し
た
鶬
山
遺
棄
説
話
で
あ
っ
た
。
こ
の
鶬
山
遺
棄
説
話
を
収

め
る
初
期
の
文
献
に
は
證
空
仮
託
『
當
麻
曼
陀
羅
記
録
』（
永
享
八
年
以
前
成
立
）

が
あ
る
が
、
同
書
所
収
話
に
は
當
麻
寺
現
地
に
お
い
て

(

一
四
三
六)

語
ら
れ
て
い
た
独
自
伝
承
か
ら
の
影
響
が
複
数
箇
所
に
わ
た
っ
て
認
め
ら
れ
る
か
ら
、
鶬
山
遺
棄
説
話
が
創
出
さ
れ
た
（
『
五
巻
抄
』
所
収

話
か
ら
改
作
さ
れ
た
）

場
は
當
麻
寺
現
地
周
辺
の
言
説
空
間
で
あ
っ
た
蓋
然
性
が
高
い
。

当
時
、
當
麻
寺
現
地
に
お
い
て
も
、
曼
陀
羅
を
称
揚
す
る
浄
土
宗
側
の
活
動
を
意
識
し
つ
つ
、
曼
陀
羅
縁
起
を
め
ぐ
る
様
々
な
伝
承

や
所
縁
の
品
が
創
出
さ
れ
て
い
た
。
當
麻
寺
現
地
に
お
い
て
語
ら
れ
て
い
た
伝
承
は
、
決
し
て
浄
土
宗
側
に
お
け
る
縁
起
の
発
達
と
無

縁
の
古
態
の
も
の
で
は
な
く
、
そ
う
し
た
寺
外
の
言
説
を
も
貪
欲
に
採
り
入
れ
る
こ
と
で
、
物
語
内
容
は
刷
新
さ
れ
続
け
て
い
た
。
浄

土
宗
に
お
け
る
曼
陀
羅
の
称
揚
は
必
ず
し
も
當
麻
寺
現
地
を
意
識
し
た
も
の
で
は
な
く
、
曼
陀
羅
が
善
導
『
観
経
疏
』
に
基
づ
く
図
像

で
あ
る
こ
と
を
称
揚
し
た
も
の
で
し
か
な
か
っ
た
が
、
當
麻
寺
現
地
側
は
そ
う
し
た
中
か
ら
生
ま
れ
た
言
説
を
も
逆
輸
入
し
、
自
ら
の

伝
承
に
組
み
込
ん
で
い
た
の
で
あ
る
。
そ
う
し
た
中
で
『
五
巻
抄
』
の
継
子
譚
は
採
り
入
れ
ら
れ
、
現
地
周
辺
で
の
語
り
の
環
境
に
合

わ
せ
て
改
作
さ
れ
た
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。

も
っ
と
も
、
応
永
三
十
四
年
に
當
麻
寺
へ
の
取
材
を
実
施
し
た
浄
土
宗
鎮
西
義
僧
・
酉
誉
聖
聡
に
対
し
、
「
本
所
の
人
」
は
「
惣
じ

(

一
四
二
七)

(

一
三
六
六
～
一
四
四
〇)

て
当
寺
に
は
流
罪
の
事
を
云
は
ず
」
と
証
言
し
て
い
る
（
『
當
麻
曼
陀
羅
疏
』
巻
八
）

か
ら
、
そ
の
証
言
を
信
じ
れ
ば
、
鶬
山
遺
棄
説
話
が
改

作
さ
れ
た
場
は
當
麻
寺
の
寺
内
で
は
な
か
っ
た
こ
と
に
な
る
。
従
っ
て
、
當
麻
寺
を
含
む
信
仰
文
化
圏
、
た
と
え
ば
葛
城
修
験
な
ど
が
、

物
語
改
作
の
場
と
し
て
想
定
さ
れ
よ
う
。
こ
う
し
た
場
の
問
題
、
お
よ
び
そ
れ
と
関
わ
る
形
で
説
話
の
話
型
の
問
題
を
追
究
す
る
こ
と

に
よ
り
、
こ
の
改
作
の
意
図
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
も
可
能
に
な
る
だ
ろ
う
が
、
こ
の
点
に
つ
い
て
は
今
後
の
検
討
課
題
と
し
た
い
。
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(

５)

小
結

以
上
、
縁
起
発
達
史
を
概
観
す
る
と
き
、
本
章
第
二
節
に
示
し
た
浄
土
宗
鎮
西
義
系
縁
起
で
は
縁
起
を
女
人
救
済
の
物
語
と
し
て
捉

え
る
旨
が
明
示
さ
れ
て
い
る
か
ら
、
こ
れ
ら
の
文
献
に
限
定
す
れ
ば
、
縁
起
の
主
題
が
女
人
救
済
で
あ
る
と
の
理
解
は
た
し
か
に
成
り

立
つ
。
し
か
し
一
方
で
、
例
え
ば
『
大
和
国
當
麻
寺
縁
起
』
に
お
け
る
承
久
の
乱
を
意
識
し
た
記
事
の
意
図
が
、
同
書
の
社
会
的
流
布

に
伴
っ
て
忘
れ
去
ら
れ
て
い
っ
た
と
い
う
事
実
は
、
縁
起
に
込
め
ら
れ
た
主
題
が
容
易
に
忘
却
さ
れ
変
容
し
得
る
こ
と
を
物
語
っ
て
い

よ
う
。
す
な
わ
ち
、
縁
起
に
含
ま
れ
る
物
語
要
素
の
う
ち
何
を
重
視
し
、
そ
れ
を
主
題
と
し
て
捉
え
る
の
か
は
、
物
語
の
発
達
段
階
ご

と
に
異
な
っ
て
い
た
と
考
え
る
の
が
自
然
な
の
で
あ
り
、
そ
う
し
た
点
か
ら
、
縁
起
の
主
題
が
当
初
か
ら
一
貫
し
て
女
人
救
済
で
あ
っ

た
と
は
言
い
難
い
の
で
あ
る
。

結
び
に
代
え
て

―
寺
社
縁
起
を
ど
う
読
む
か

―

以
上
、
當
麻
曼
陀
羅
縁
起
（
中
将
姫
物
語
）
の
発
達
史
を
概
観
す
る
中
で
、
縁
起
の
主
題
が
一
貫
し
て
女
人
救
済
で
あ
る
と
の
先
行

説
を
再
検
証
し
、
そ
う
し
た
理
解
が
認
め
難
い
こ
と
を
論
じ
て
き
た
。
最
後
に
、
こ
の
検
証
の
中
で
得
ら
れ
た
寺
社
縁
起
へ
の
ア
プ
ロ

ー
チ
方
法
に
つ
い
て
の
私
見
を
示
し
、
本
稿
の
結
び
と
し
た
い
。

そ
も
そ
も
寺
社
縁
起
は
、
今
日
的
観
点
か
ら
見
れ
ば
荒
唐
無
稽
な
虚
構
だ
が
、
中
世
の
人
々
に
と
っ
て
は
歴
史
事
実
の
一
部
と
し
て

フ
ィ
ク
シ
ョ
ン

理
解
さ
れ
て
い
た
物
語
で
あ
る
。
し
か
も
、
あ
る
聖
域
や
聖
遺
物
の
価
値
を
保
証
す
る
機
能
を
期
待
さ
れ
た
物
語
で
あ
る
以
上
、
初
め

か
ら
虚
構
で
あ
る
こ
と
を
作
者
・
読
者
の
双
方
が
了
解
し
て
い
る
作
り
物
語
と
は
異
な
り
、
そ
の
物
語
の
内
容
は
正
し
く
後
世
に
伝
え

て
ゆ
か
ね
ば
な
ら
な
い
と
い
う
意
識
が
働
く
。
い
わ
ば
寺
社
縁
起
の
伝
承
の
上
で
は
、
一
面
で
は
〈
既
存
の
物
語
内
容
の
変
化
を
嫌
う
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力
学
〉
が
働
く
と
言
え
よ
う
。

し
か
し
一
方
で
、
前
述
の
よ
う
に
縁
起
は
「
あ
る
聖
域
や
聖
遺
物
の
価
値
を
保
証
す
る
機
能
を
期
待
さ
れ
た
物
語
」
で
あ
る
か
ら
、

そ
の
聖
域
や
聖
遺
物
の
権
威
を
利
用
し
た
い
と
願
う
勢
力
は
、
自
分
達
が
目
指
す
聖
域
像
・
聖
遺
物
像
の
実
現
の
た
め
に
、
自
分
達
に

と
っ
て
都
合
の
良
い
形
へ
と
物
語
内
容
を
改
変
し
よ
う
と
も
し
た
。
い
わ
ば
、
寺
社
縁
起
の
伝
承
の
も
う
一
面
と
し
て
、
〈
政
治
的
・

社
会
的
意
図
に
基
づ
い
て
物
語
内
容
を
整
備
改
変
し
て
ゆ
く
力
学
〉
が
働
く
の
で
あ
る
。

こ
の
一
見
相
反
す
る
二
つ
の
力
学
の
間
で
、
寺
社
縁
起
は
発
達
し
て
ゆ
く
こ
と
と
な
っ
た
。
従
っ
て
、
寺
社
縁
起
が
発
達
し
て
ゆ
く

に
際
し
て
は
、
〈
既
存
の
物
語
内
容
を
欠
か
す
こ
と
な
く
伝
承
し
つ
つ
、
そ
の
間
隙
に
、
新
た
に
政
治
的
・
社
会
的
意
図
実
現
の
た
め

の
物
語
要
素
を
付
加
増
補
し
て
（
捻
じ
込
ん
で
）
ゆ
く
〉
と
い
う
原
理
が
働
く
こ
と
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

こ
う
し
た
寺
社
縁
起
発
達
の
原
理
を
考
慮
す
る
と
き
、
そ
う
し
た
重
層
性
に
留
意
し
つ
つ
順
を
追
っ
て
縁
起
物
語
の
発
生
発
達
過
程

を
慎
重
に
検
証
し
、
薄
皮
を
一
枚
ず
つ
剥
が
し
て
ゆ
く
よ
う
に
各
発
達
段
階
の
意
義
を
明
ら
か
に
し
て
ゆ
く
こ
と
が
、
寺
社
縁
起
研
究

の
上
で
は
必
要
な
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
従
来
の
研
究
で
は
、
著
名
な
文
献
や
美
術
的
価
値
の
高
い
造
形
物
を
基
点
に
し
て
縁
起
の
内
容

が
論
じ
ら
れ
て
き
た
た
め
に
、
そ
の
文
献
や
造
形
物
に
含
ま
れ
る
特
徴
的
な
物
語
要
素
（
當
麻
曼
陀
羅
縁
起
の
場
合
「
女
人
救
済
」
）

が
直
ち
に

縁
起
全
体
の
主
題
で
あ
る
か
の
よ
う
に
捉
え
ら
れ
て
き
た
き
ら
い
が
あ
る
。
し
か
し
本
稿
で
論
じ
た
よ
う
に
、
あ
る
物
語
要
素
に
ど
こ

ま
で
の
意
味
・
意
図
が
込
め
ら
れ
て
い
る
の
か
は
、
そ
の
物
語
要
素
が
、
そ
の
文
献
や
造
形
物
の
創
出
段
階
で
新
た
に
付
与
さ
れ
た
も

の
な
の
か
、
そ
れ
と
も
既
存
の
物
語
を
た
だ
無
批
判
に
継
承
し
た
結
果
に
過
ぎ
な
い
の
か
、
に
よ
っ
て
変
わ
っ
て
く
る
は
ず
で
あ
る
。

そ
う
し
た
点
を
考
慮
し
、
古
い
時
代
か
ら
順
を
追
っ
て
縁
起
発
達
史
を
整
理
考
証
し
て
ゆ
く
こ
と
が
、
こ
れ
か
ら
の
縁
起
研
究
に
は
必

要
で
あ
ろ
う
。

思
え
ば
、
本
稿
に
取
り
上
げ
た
寺
社
縁
起
や
室
町
時
代
物
語
の
よ
う
な
伝
承
文
学
の
領
域
は
、
広
く
人
口
に
膾
炙
し
て
社
会
の
構
成

員
た
る
人
々
に
共
有
さ
れ
、
い
わ
ば
日
本
語
文
化
圏
と
い
う
共
同
体
に
と
っ
て
の
共
同
記
憶
と
し
て
の
地
位
を
占
め
た
も
の
で
あ
る
。
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そ
う
で
あ
る
以
上
、
多
く
の
人
々
が
物
語
の
享
受
・
発
達
に
参
与
す
る
中
で
、
そ
の
物
語
に
見
い
だ
さ
れ
る
意
義
が
種
々
に
変
容
し
て

ゆ
く
と
い
う
の
は
、
む
し
ろ
自
然
な
こ
と
で
あ
っ
た
と
言
う
べ
き
だ
ろ
う
。
こ
う
し
た
、
単
一
の
主
題
に
還
元
さ
れ
な
い
雑
多
で
重
層

的
な
物
語
を
読
み
解
い
て
ゆ
く
こ
と
こ
そ
が
、
日
本
語
文
化
圏
に
お
け
る
物
語
と
い
う
営
為
の
根
源
的
意
義

―
す
な
わ
ち
日
本
文
学

の
本
質
を
解
明
す
る
上
で
の
、
極
め
て
重
要
な
手
が
か
り
を
与
え
て
く
れ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

注

（

）

第
一
章
の
内
容
は
、
中
野
顕
正
［
二
〇
二
一
ａ
］

第
一
～
三
章
に
基
づ
く
。

1
（

）

な
お
、
『
南
都
巡
礼
記
』
に
記
さ
れ
た
巡
礼
は
、
「
抑
も
御
所
、
忝
く
皇
后
の
位
に
登
ら
せ
お
は
し
ま
し
て
、
…
…
然
は

そ
も
そ

か
た
じ
け
な

し
か

2有
れ
ど
も
、
仏
種
内
に
催
し
、
機
縁
外
に
引
き
て
、
勝
鬘
夫
人
の
跡
を
追
ひ
て
荘
り
を
落
と
し
て
道
に
入
ら
せ
給
ひ
、
韋
提
皇

か
ざ

后
の
風
を
忍
び
て
今
往
生
の
跡
を
尋
ね
さ
せ
給
へ
り
」（
同
書
末
尾
）

と
い
う
動
機
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
た
が
、
こ
の
記
事
を
以

(

偲)

て
、
こ
の
巡
礼
に
お
け
る
當
麻
寺
参
詣
は
女
人
救
済
を
意
識
し
た
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
ゆ
え
當
麻
寺
縁
起
の
主
題
は
女
人
救
済

と
し
て
理
解
さ
れ
て
い
た
と
解
す
べ
き
で
あ
る
、
と
す
る
見
解
が
、
中
野
顕
正
［
二
〇
二
三
ｃ
］

の
元
と
な
っ
た
口
頭
発
表
時
の

質
疑
応
答
の
中
で
提
起
さ
れ
た
。
し
か
し
そ
の
理
解
は
妥
当
で
な
い
。
こ
の
巡
礼
で
は
、
元
興
寺
（
智
光
曼
陀
羅
）
・
當
麻
寺
・

超
昇
寺
（
清
海
曼
陀
羅
）

の
浄
土
変
相
図
の
巡
拝
が
重
要
目
的
の
一
つ
と
さ
れ
て
い
た
［
大
橋

二
〇
一
〇
］

が
、
こ
の
う
ち
當
麻
を
除

く
二
変
相
図
の
感
得
縁
起
の
主
人
公
は
い
ず
れ
も
男
性
僧
侶
で
あ
る
か
ら
、
も
し
も
巡
礼
主
体
が
當
麻
寺
の
縁
起
に
女
性
と
し

て
の
自
己
の
救
済
を
投
影
し
て
い
た
と
す
れ
ば
、
巡
礼
の
中
で
當
麻
寺
と
元
興
寺
・
超
昇
寺
と
を
並
列
の
形
で
扱
っ
て
い
る
の

は
不
可
解
で
あ
る
。
従
っ
て
前
掲
記
事
は
、
巡
礼
主
体
の
仏
道
へ
の
願
い
を
釈
尊
在
世
の
女
性
達
に
擬
え
た
も
の
で
は
あ
っ
て

も
、
そ
れ
を
参
詣
対
象
寺
院
の
縁
起
の
解
釈
に
ま
で
投
影
す
る
意
図
は
存
在
し
な
か
っ
た
と
解
す
る
の
が
妥
当
で
あ
る
。

（

）

第
二
章
の
内
容
は
、
中
野
顕
正
［
二
〇
二
一
ａ
］

第
四
章
に
基
づ
き
、
一
部
補
足
説
明
を
加
え
た
。

3
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（

）

仏
典
注
釈
は
、
中
国
で
は
儒
学
の
経
書
等
の
注
釈
と
比
べ
て
さ
ほ
ど
の
権
威
は
帯
び
て
い
な
か
っ
た
が
、
日
本
で
は
、

4例
え
ば
天
台
宗
や
日
蓮
宗
に
お
い
て
『
法
華
経
』
を
解
釈
す
る
際
に
は
智
顗
に
よ
る
同
経
の
注
釈
書
『
法
華
玄
義
』
『
法
華
文

(

五
三
八
～
九
七)

句
』
や
湛
然
に
よ
る
そ
の
注
釈
書
『
法
華
玄
義
釈
籤
』
『
法
華
文
句
記
』
が
必
ず
参
照
さ
れ
る
と
い
っ
た
よ
う
に
、
漢
籍
の
注

(

七
一
一
～
八
二)

釈
と
同
様
に
権
威
性
が
認
め
ら
れ
て
い
た
。

（

）

第
三
章
第
一
節
の
内
容
は
、
中
野
顕
正
［
二
〇
二
一
ｂ
］

第
一
章
に
基
づ
き
、
一
部
補
足
説
明
を
加
え
た
。

5
（

）

第
三
章
第
二
節
の
内
容
は
、
中
野
顕
正
［
二
〇
二
三
ｂ
］

に
基
づ
き
、
一
部
補
足
説
明
を
加
え
た
。

6
（

）

中
世
前
期
成
立
の
縁
起
文
献
に
つ
い
て
は
、
中
野
顕
正
［
二
〇
二
一
ｂ
］

第
二
章
に
お
い
て
網
羅
・
整
理
を
行
っ
た
。

7
（

）

第
三
章
第
三
節
の
内
容
は
、
中
野
顕
正
［
二
〇
二
三
ｃ
］

に
基
づ
く
。

8
（

）

第
三
章
第
四
節
の
内
容
は
、
中
野
顕
正
［
二
〇
二
三
ａ
］

に
基
づ
く
。

9
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づ
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